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わ
し
い
組
織
体
制
の
構
築
の

た
め
、
ゆ
る
ぎ
な
い
７
万
社
体

制
の
確
立
を
め
ざ
し
、
役
職
者

が
一
丸
と
な
っ
て
倫
理
経
営
の

普
及
・
教
育
に
尽
力
し
ま
し

た
。
倫
理
経
営
講
演
会
は
「
大

転
換
の
時
代
︱
岐
路
に
立
つ

︱
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
６
９
５

カ
所
で
開
催
。
倫
理
経
営
の
学

習
拠
点
で
あ
る
倫
理
法
人
会
数

は
７
１
９
カ
所
、
期
末
時
の

会
員
企
業
数
は
７
万
４
１
５
７

社
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
「
倫

理
１
７
０
０
０
」
ラ
イ
セ
ン
ス

は
９
社
が
新
規
認
定
を
受
け

１
８
３
社
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
部
門
の
富
士
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
受
講
生
一
人
ひ
と

り
の
心
に
純
粋
倫
理
に
基
づ
い

た
「
人
と
し
て
生
き
る
道
」
を

教
示
し
、
よ
り
よ
い
人
生
を
拓

く
豊
か
な
心
の
育
成
を
め
ざ
し

て
家
庭
倫
理
、
企
業
倫
理
、
青

少
年
育
成
の
各
種
教
育
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

地
元
の
財
産
区
よ
り
新
た
に
借

用
し
た
土
地
の
整
備
や
、
敷
地

内
で
自
然
栽
培
を
実
験
的
に
行

な
う
な
ど
、
受
講
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。出

版
部
門
で
は
、『
万
人
幸

福
の
栞
（
大
判
）』『
万
人
幸
福

の
栞
を
読
む
』『
万
人
幸
福
の

栞 

解
説
』
の
三
書
籍
の
改
訂

版
を
発
刊
し
た
ほ
か
、
定
期
刊

行
物
も
計
画
通
り
刊
行
し
ま
し

た
。
純
粋
倫
理
の
言
葉
の
中
か

ら
選
り
す
ぐ
り
の
31
篇
に
解
説

を
加
え
た「
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」

と
、
表
紙
の
カ
ラ
ー
が
異
な
る

２
種
類
の
「
実
践
手
帳
」
も
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

広
報
活
動
で
は
、「
第
22
回

地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」
を

都
内
ホ
テ
ル
に
て
５
６
０
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
し
ま
し

た
。「
東
日
本
大
震
災
教
育
支

援
基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）」

の
奨
学
サ
ポ
ー
ト
は
、
平
成
25

年
度
認
定
の
第
一
期
～
四
期
生

48
名
の
う
ち
31
名
の
給
付
期
間

が
満
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
30
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
り
、
６
～
８
月
の
訪
問
者
数

は
月
平
均
２
万
人
を
超
え
、
過

去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

国
際
部
門
で
は
、
中
国
の
ク

ブ
チ
沙
漠
（
内
蒙
古
自
治
区
恩

格
貝
）
に
第
70
次
沙
漠
緑
化
青

年
隊
ほ
か
、
地
球
倫
理
の
森
創

成
20
周
年
記
念
隊
と
し
て
編
成

さ
れ
た
第
71
次
隊
と
72
次
隊
を

「
地
球
倫
理
の
森
ウ
ラ
ン
ブ
ハ
」

（
内
蒙
古
自
治
区
バ
ヤ
ン
ノ
ー

ル
市
磴
口
）
に
派
遣
し
、
植
林

数
は
総
計
43
万
55
本
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

留
学
生
７
名
、
中
国
・
内
蒙
古

大
学
学
生
60
名
に
「
丸
山
奨
学

金
」
を
支
給
。
台
湾
で
は
「
亜

細
亜
台
湾
企
業
倫
理
促
進
会
設

立
３
周
年
記
念
大
会
」
を
開
催

し
た
ほ
か
、「
龍
笛
実
業
」
に

第
２
号
と
な
る
「
倫
理
経
営
模

範
企
業
認
定
証
」
を
授
与
し
ま

し
た
。
米
国
で
は
「
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
」
を
新

設
し
て
州
体
制
へ
と
組
織
を
変

更
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
サ
ン
パ

ウ
ロ
倫
理
法
人
会
設
立
１
周
年

感
謝
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
国
際
普
及
の
さ
ら
な
る

発
展
と
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

本
年
次
報
告
で
は
、
令
和
元

年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
写
真

や
図
表
を
多
用
し
て
包
括
的
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

一般社団法人倫理研究所
令和元年度　年次報告
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平
成
か
ら
令
和
に
改
元
さ
れ

た
本
年
度
、
倫
理
運
動
は
創
始

73
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
引

き
続
き
「
地
球
倫
理
の
推
進
」

「
日
本
創
生
」
の
二
大
理
念
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
４
年
目

と
な
る
基
本
方
針
「
さ
ら
な
る

“
新
”
に
挑
む
」
の
も
と
、
純

粋
倫
理
を
世
の
中
に
広
く
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
自
他
と
も
に
幸

福
な
人
生
の
創
造
に
寄
与
す
る

諸
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

対
外
的
に
「
倫
理
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
」
と
称
し
て
４
年
目

と
な
る
研
究
部
門
で
は
、
研
究

体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

つ
つ
、
純
粋
倫
理
と
日
本
文
化

を
中
心
と
す
る
研
究
を
推
進
し

ま
し
た
。
研
究
成
果
は
倫
理
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
定
期
刊
行
物

で
発
表
す
る
と
と
も
に
国
内
・

海
外
で
の
国
際
会
議
、
研
究
学

会
な
ど
に
お
い
て
も
積
極
的
に

発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
家
庭
教

育
を
推
進
す
る
外
部
団
体
と
の

交
流
も
深
め
ま
し
た
。

普
及
部
門
の
生
涯
局
で
は
、

「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国

で
１
７
１
１
回
、「
子
育
て
発

表
会
」
と
「
シ
ニ
ア
弁
論
大

会
」
を
全
国
で
そ
れ
ぞ
れ
18
回

開
催
し
た
ほ
か
、
東
京
の
メ
イ

ン
会
場
と
全
国
４
カ
所
を
同
時

中
継
で
つ
な
い
だ
「
全
国
青
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
（
全
国

青
年
弁
論
大
会
）」
に
は
合
計

３
２
１
５
名
が
来
場
し
ま
し

た
。
青
少
年
・
子
育
て
世
代
・

シ
ニ
ア
世
代
を
一
層
強
固
に
つ

な
ぐ
教
育
活
動
を
行
な
い
、
健

全
な
家
庭
づ
く
り
を
地
域
社
会

に
力
強
く
推
し
進
め
ま
し
た
。

文
化
活
動
は
、
書
道
・
短
歌

に
よ
っ
て
家
族
を
つ
な
ぐ
芸
術

活
動
を
展
開
。
ま
た
「
第
14
回

し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
」
を
約
７
０
０
名
の

参
加
者
を
得
て
都
内
で
開
催
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
伝
統
文
化

の
継
承
だ
け
で
な
く
、
子
供
た

ち
の
国
語
力
を
培
い
、
人
間
性

の
育
成
に
も
貢
献
す
る
公
益
事

業
と
し
て
、
文
部
科
学
省
は
じ

め
教
育
関
係
者
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
部
門
の
法
人
局
で
は
、

大
目
標
で
あ
る
10
万
社
に
ふ
さ

新
た
な
御
代
を
迎
え
て
―

―
さ
ら
な
る
〝
新
〟
に
挑
ん
だ
令
和
元
年
度
。
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「
地
球
倫
理
の
森
」

創
成
20
周
年

倫
理
研
究
所
・
丸
山
竹
秋
会
長

が
提
唱
し
た
「
地
球
倫
理
」
の
実

践
活
動
と
し
て
、
1
9
9
9
年

に
開
始
し
た
地
球
倫
理
の
森
創
成

事
業
は
、20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
７
月
４
日
か
ら
10
日

に
か
け
て
、
中
国
・
内
蒙
古
自
治

区
ク
ブ
チ
沙
漠
お
よ
び
ウ
ラ
ン
ブ

ハ
沙
漠
に
、
日
本
か
ら
第
72
次
沙

漠
緑
化
隊
を
派
遣
。
丸
山
敏
秋
理

事
長
を
は
じ
め
、
内
田
文
朗
常
任

理
事
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
、
家
庭
倫

理
の
会
お
よ
び
倫
理
法
人
会
会
員

を
合
わ
せ
た
計
31
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

６
日
、「
地
球
倫
理
の
森
恩
格

貝
」
記
念
碑
の
前
で
執
り
行
な
わ

れ
た
式
典
に
は
、
中
国
か
ら
、
元

全
人
代
外
事
委
員
会
副
主
任
委
員

（
現
留
日
同
窓
会
会
長
）
の
曹
衛

洲
氏
、
在
中
華
人
民
共
和
国
日
本

国
大
使
館
参
事
官
の
藤
岡
謙
一
氏

を
は
じ
め
、
約
50
名
の
来
賓
が
出

席
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
丸
山
理
事

長
が
こ
れ
ま
で
緑
化
事
業
を
支
え

て
き
た
日
中
両
国
の
関
係
者
へ
謝

意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

活
動
が
人
間
教
育
の
場
と
な
り
、

参
加
者
た
ち
が
「
心
の
緑
化
」
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
日
中
友
好

を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
挨

拶
に
立
っ
た
曹
氏
は
「
新
し
い
時

代
の
日
中
関
係
を
築
い
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
手
を
携
え
、

我
々
の
手
と
汗
で
、
地
球
倫
理
の

森
を
両
国
の
友
情
の
森
に
育
て
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
記
念
碑
の

周
辺
に
、
松
の
苗
木
の
記
念
植
林

を
行
な
っ
た
後
、
続
い
て
行
な
わ

れ
た
祝
宴
で
は
、
書
家
と
し
て
も

名
高
い
曹
氏
か
ら
丸
山
理
事
長
へ

自
作
の
書
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

隊
員
は
翌
７
日
に
同
地
を
移
動

し
、
８
日
に
か
け
て
創
成
４
年
目

と
な
る
「
地
球
倫
理
の
森
ウ
ラ
ン

ブ
ハ
」
に
て
緑
化
活
動
を
実
施
。

地
球
倫
理
の
推
進

中国の広大な沙漠での「地球倫理」の実践・推進活動が
  お蔭さまで、20 周年を迎えました。

01

令和元年度

活動トピックス
社会教育団体として、

さまざまな生涯学習活動を
展開しました。

計
６
０
０
本
の
ポ
プ
ラ
を
植
林
し

ま
し
た
。 

本
年
度
は
第
70
次
沙
漠
緑
化
青

年
隊
46
名
を
４
月
28
日
か
ら
５

月
４
日
に
派
遣
し
、
恩
格
貝
で

１
６
３
０
本
を
植
林
。
20
周
年
記

念
隊
と
し
て
第
９
次
隊
29
名
、
第

10
次
隊
31
名
（
通
算
71
、72
次
隊
）

を
そ
れ
ぞ
れ
６
月
２
日
か
ら
８

日
、
７
月
４
日
か
ら
10
日
に
か
け

て
派
遣
し
、
ウ
ラ
ン
ブ
ハ
で
合
計

１
４
１
０
本
を
植
林
し
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
の
事
業
開
始
か
ら
の

通
算
参
加
者
は
延
べ
２
４
２
３
名

と
な
り
、
総
植
林
数
は
43
万
55
本

と
な
り
ま
し
た
。

倫
理
研
究
所
で
は
、
今
後
も
地

球
倫
理
の
森
で
の
植
林
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、「
地
球
倫
理
」

の
教
育
の
場
と
し
て
も
活
用
す
べ

く
、
さ
ら
に
新
た
な
企
画
に
も
着

手
す
る
予
定
で
す
。

記念碑をバックに笑顔の花が咲く

共に汗を流し、気持ちの通じ合った両国の青年たち（第 70 次沙漠緑化青年隊）

「地球倫理の森」の記念碑の前で、式典に参列する日中両国の主催者・主賓
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「
地
球
倫
理
推
進
賞
」
の

贈
呈

「
第
22
回
地
球
倫
理
推
進
賞
」
贈
呈
式

を
、
平
成
31
年
３
月
29
日
、
都
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
（
後
援
／
文
部
科
学

省
、
産
経
新
聞
社
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ

オ
局
37
社
）。
応
募
総
数
35
件
（
国
際
活

動
部
門
11
件
、
国
内
活
動
部
門
24
件
）
の

中
か
ら
、
国
際
活
動
部
門
は
「
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
」（
吉
岡
春
菜

理
事
長
）、
国
内
活
動
部
門
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
奄
美
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ゆ

ず
り
葉
の
郷
』」（
喜
入
博
一
理
事
長
）
を

表
彰
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推
進
課
香

西
健
次
課
長
補
佐
か
ら
文
部
科
学
大
臣
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト
」
の
吉
岡
秀
人
最

高
顧
問
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
れ
た
際
に

旧
日
本
兵
が
現
地
住
民
に
助
け
ら
れ
た
こ

と
を
知
り
、「
恩
返
し
」
の
思
い
か
ら
活

動
を
開
始
。「
医
療
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
医
療
を
届
け
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
17
万
人
以
上

の
無
料
診
療
･
手
術
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
３
７
０
０
名
以
上
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
現
地
で
の
技
術
指

導
、
医
学
生
へ
の
奨
学
制
度
の
運
営
の
ほ

か
、
国
内
外
の
大
規
模
災
害
時
に
も
医
療

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
ず
り
葉
の
郷
」
は
奄
美
大
島
に
お

い
て
子
供
た
ち
の
「
自
立
と
共
生
」
を
め

ざ
し
て
活
動
を
展
開
。「
す
べ
て
の
子
は

善
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
３
万
件
以
上
の
不
登

校
・
ひ
き
こ
も
り
・
虐
待
・
い
じ
め
等
の

問
題
を
抱
え
た
青
少
年
や
保
護
者
の
相

談
・
支
援
に
応
じ
て
き
ま
し
た
。
先
輩
が

後
輩
を
善
導
す
る
「
少
年
警
護
隊
」
は
、

非
行
犯
罪
率
減
少
に
お
い
て
日
本
一
の
成

果
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
生
活
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
な
青
少
年
の
自
立
を

手
助
け
す
る
二
つ
の
施

設
の
運
営
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
５
６
０

名
が
出
席
。
記
念
講
演

で
は
、
両
団
体
が
取
り

組
み
と
成
果
お
よ
び
活

動
現
場
の
模
様
を
発
表

し
、
出
席
者
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

02

地
球
倫
理
の
推
進
に
、
実
践
面
で
貢
献

し
て
い
る
団
体
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

丸
山
奨
学
金
に
よ
る
支
援

令
和
元
年
度
も
「
丸
山
奨

学
金
」
２
０
０
万
円
を
中
国
内
蒙
古
大

学
（
60
名
）
に
支
給
し
ま
し
た
。
併
せ

て
２
カ
国
７
名
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
留
学

生
（
丸
山
奨
学
生
）
に
も
奨
学
金
総
額

１
０
１
０
万
円
を
支
給
し
、
勉
学
を
支
援

し
ま
し
た
。

丸
山
奨
学
生
は
将
来
日
本
と
の
学
術
・

文
化
な
ど
の
友
好
交
流
の
架
け
橋
と
し
て

期
待
さ
れ
る
人
材
で
あ
り
、
各
自
の
専

門
研
究
テ
ー
マ
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、

「
地
球
倫
理
」
を
富
士
高
原
研
修
所
で
体

験
学
習
し
、
日
本
の
精
神
文
化
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
教
育
支
援

基
金
（
り
ん
り
ん
基
金
）

「
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援
基
金
」
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
両
親
や
家
族
を

失
っ
た
遺
児
や
若
者
た
ち
の
勉
学
を
援
助

し
、
教
育
環
境
の
整
備
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
基
金
は
二
つ
の
分
野
へ
の

支
援
と
し
て
活
用
さ
れ
、
開
設
以
来
の
支

援
総
額
は
５
億
２
６
３
５
万
円
に
上
り
ま

す
（
令
和
元
年
８
月
31
日
現
在
）。

﹁
タ
グ
ボ
ー
ト
支
援
﹂

被
災
地
に
お
け
る
子
供
の
教
育
支
援
活

動
を
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象

と
し
た
支
援
で
す
。
平
成
23
年
11
月
よ
り

支
援
を
開
始
し
、
以
来
、
23
団
体
に
計

１
億
３
９
６
３
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
３
月
11
日
を
も
っ
て
寄
付
の
受

付
を
終
了
し
、
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
支

援
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

﹁
奨
学
サ
ポ
ー
ト
﹂

被
災
に
よ
る
経
済
悪
化
に
よ
っ
て
大
学

進
学
が
困
難
と
な
っ
た
高
校
３
年
生
を
対

象
に
、
①
入
学
支
度
金
②
授
業
料
③
生

活
費
を
給
付
。
返
済
義
務
の
な
い
奨
学
金

制
度
と
し
て
、
第
一
期
生
（
平
成
25
年
度

認
定
）
か
ら
第
四
期
生
（
28
年
度
認
定
）

ま
で
計
48
名
の
大
学
進
学
・
大
学
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
奨

学
金
総
額
は
３
億
８
６
７
２
万
円
で
、
そ

の
う
ち
本
年
度
は
４
３
７
３
万
円
を
給
付

し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
期
か
ら
第
三
期

生
の
う
ち
６
年
制
大
学
在
学
中
の
２
名

と
、
大
学
院
進
学
の
１
名
を
除
く
31
名
の

給
付
期
間
が
満
了
し
ま
し
た
。

海
外
お
よ
び
国
内
に
お
け
る
教
育
支
援

令和元年度 丸山奨学生（７名）

国籍 研究機関 研究テーマ

中国 オークランド大学 日本文学、ワールドビジネス

中国 神戸大学大学院 日本語・中国語の対照研究

中国 大阪大学大学院 近世の東照宮信仰に関する総合研究

中国 大阪大学大学院 ほのめかし表現の日中対照研究

中国 同志社大学大学院 明治維新の改革思想と日本

中国 東京大学大学院 日本の近代化と主婦化に関する研究

イスラエル 大阪大学大学院 日本の製薬政策と規制改革

富士高原研修所で生活倫理セミナーを受講した、
中国からの留学生、党蓓蓓さん（左）と李金鳳さん（右）

03

04

Photo : Junji Naito
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全
国
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９

令
和
元
年
７
月
15
日
、
全
国
青
年
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
1
9
（
後
援
・
文
部
科
学
省
）
を

東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
沙
漠
緑
化
活
動
と
と
も
に
、
倫
理
研
究
所

の
青
年
育
成
活
動
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
４

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
は
そ
の
集

大
成
。
会
場
に
は
１
４
６
８
名
が
参
集
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
福
岡
・
熊
本
・
鹿
児
島
・

沖
縄
の
４
カ
所
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
会
場
を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
同
時
中
継
を
実
施
。
東
京
会
場
を
含
め
合

計
３
２
１
５
名
の
聴
衆
が
、
弁
士
に
熱
い
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
「
ひ
ら
く
～
明
日
の
私
へ

～
」。
当
日
は
、
全
国
で
開
催
さ
れ
た
各
予

選
を
通
過
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
の
部
４
名

と
、
ユ
ー
ス
の
部
４
名
の
弁
士
に
よ
る
決
勝

弁
論
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
・
希

望
・
決
意
を
堂
々
と
述
べ
ま
し
た
。
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
平
田
明
久
さ
ん

（
埼
玉
県
）、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
優
秀
賞
に
吉

岡
明
南
さ
ん
（
東
京
都
）、
ユ
ー
ス
優
秀
賞

に
岩
元
み
さ
さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
が
決
定
。

丸
山
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
田
さ
ん
に
は
、

柴
山
昌
彦
文
科
大
臣
か
ら
文
部
科
学
大
臣
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
15
頁
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理

法
人
会
設
立

平
成
30
年
11
月
10
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ト
ー
ラ
ン
ス
の
ホ
テ
ル
に
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
設
立
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
倫
理
研
究
所
・
丸
山
理
事
長

を
は
じ
め
日
本
の
倫
理
法
人
会
会
員
を
含
む

総
勢
１
０
８
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
か
ね
て
よ
り
当
地
で
活
動
す
る

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
法
人
会
と
オ
レ
ン

ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
倫
理
法
人
会
を
統
括
す
る
州

組
織
と
し
て
設
立
。
こ
れ
に
伴
い
、
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
法
人
会
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

倫
理
法
人
会
へ
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

第
一
部
・
式
典
で
は
飯
田
隆
会
長
が
「
日

本
の
都
道
府
県
倫
理
法
人
会
に
相
当
す
る
州

単
位
の
組
織
が
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て
誕
生
し

ま
し
た
。
二
つ
の
単
位
倫
理
法
人
会
を
統
括

し
、
倫
理
運
動
の
輪
を
全
米
に
拡
充
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

倫
理
法
人
会
の
山
本
明
美
会
長
は
「
明
朗 

・

愛
和
・ 

喜
働 
を
基
本
と
す
る
心
の
経
営
を
め

ざ
し
、
倫
理 

の
学
び
を
地
元
経
営
者
、
世
界

中
に
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
、「『
心
眼
』
を
ひ
ら
く
」
の

テ
ー
マ
で
丸
山
理
事
長
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
第
三
部
の
祝
賀
会
で

は
、
11
月
の
中
間
選
挙
で
再
選
を
果
た
し
た

ア
ル
・
ム
ラ
ツ
チ
下
院
議
員
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
の

門
出
を
祝
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
19
頁
）

右から認可書を掲げるカリフォルニア州倫理法人会・飯田隆会長と、行動旗を掲げる遠藤昭彦事務長

ユースの部で最優秀賞に輝いた平田明久さん（29 歳／埼玉）

出場弁士とともに大会を支えた青年スタッフが登壇し、会場と一体となった感動のフィナーレ

全
米
普
及
を
視
野
に
州
組
織
が
誕
生

「
未
来
を
創
る
」青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

0506

会場 参加者数

文京シビックホール（東京） 1,468

パブリックビューイング

北九州芸術劇場（福岡） 416

くまもと森都心プラザホール（熊本） 345

ホテルウェルビューかごしま（鹿児島） 570

沖縄コンベンションセンター（沖縄） 416

合計 3,215

山本会長（右端）以下、委嘱状を披露するロサンゼルス倫理法人会の役職者たち



11 10ANNUAL REPORT 活動トピックス 1011 ANNUAL REPORT 活動トピックス

し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル

「
第
14
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
全
国
の
小
学
生

６
万
１
７
８
９
名
（
１
１
１
０
校
）
よ
り

応
募
が
あ
り
ま
し
た
（
後
援
／
文
部
科
学

省
、
全
国
民
間
放
送
ラ
ジ
オ
局
37
社
）。

都
道
府
県
別
の
予
選
を
経
て
平
成
30
年

12
月
７
日
の
最
終
選
考
会
で
は
、
東
京
成

徳
大
学
教
授
・
青
栁
隆
志
氏
、
歌
人
・
加

藤
千
恵
氏
、
し
き
な
み
短
歌
講
師
・
長
井

陽
子
氏
の
３
名
が
特
別
選
考
委
員
を
務

め
、
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
（
小
学
校
低

学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
の
部
）
の
３

名
、
特
選
20
名
、
入
選
３
２
８
名
、
佳
作

５
３
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
２
月
24
日
に
「
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
」（
東
京
・
虎
ノ
門
）
で
行
な
わ

れ
た
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
22
名
と
受
賞

者
の
家
族
お
よ
び
教
育
関
係
者
１
０
０
名

を
含
む
合
計
７
０
０
名
が
出
席
。
し
き
な

み
子
供
短
歌
賞
の
受
賞
者
３
名
に
は
、
文

部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学
習
推

進
課
・
丹
野
史
教
課
長
補
佐
よ
り
、「
文

部
科
学
大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
受
賞
作
品

低
学
年
の
部
／
伊
藤
優
花
／
埼
玉
・
２
年
生

た
い
よ
う
が
光
の
ふ
で
で
校
て
い
に
大
き

な
カ
シ
の
木
の
か
げ
か
い
た

中
学
年
の
部
／
神
谷
和
歌
奈
／
沖
縄
・
４
年
生

枯
れ
果
て
た
ま
ん
じ
ゅ
う
の
よ
う
な
母
さ

ん
の
足
の
う
ら
か
ら
歴
史
が
見
え
る

高
学
年
の
部
／
大
村
瑠
梨
／
静
岡
・
５
年
生

虫
や
葉
に
鼻
を
近
づ
け
に
お
い
か
ぐ
そ
れ
ぞ

れ
ち
が
う
命
の
に
お
い

伝
統
文
化
教
育
へ
の
取
り
組
み

表彰式では大きなスクリーンを用いて受賞者と短歌が紹介され、一人ひとりに表彰状が手渡された

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て

子
供
た
ち
の
国
語
力
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
的
に

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。

左から「しきなみ子供短歌賞」「文部科学大臣賞」に輝いた大村さん、伊藤さん、神谷さん

07

他
団
体
へ
の
寄
付
・
協
賛

平
成
31
年
４
月
５
日
、
丸
山

理
事
長
が
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
、「
伊
勢

神
宮
式
年
遷
宮
御
造
営
資
金
」
と
し
て

１
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
同
寄
付

は
、
平
成
８
年
に
丸
山
が
理
事
長
に
就
任

以
来
、
倫
理
研
究
所
と
し
て
毎
年
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
が
ん
研
究
の
領
域
に
お
い

て
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
学
者
・
研

究
者
に
対
す
る
学
術
賞
の
贈
呈
や
研
究
奨

励
助
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
「
公
益
財

団
法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
」、
創
始

者
の
生
誕
地
・
豊
前
市
へ
「
豊
前
市
芸
術

文
化
振
興
事
業
協
賛
金
」
の
寄
付
・
協
賛

を
行
な
い
ま
し
た
。
同
癌
研
究
基
金
に
は

平
成
６
年
よ
り
、
豊
前
市
に
は
昭
和
63
年

よ
り
毎
年
寄
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

紀
尾
井
町
に
新
ビ
ル
の

建
設
が
ス
タ
ー
ト

４
月
25
日
、
倫
理
研
究
所
紀
尾
井
町
第

２
ビ
ル
（
仮
称
）
新
築
工
事

の
地
鎮
祭
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
同
建
設
は
、
倫
理

運
動
創
始
75
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
。
設
計
は
日
本
を
代

表
す
る
建
築
家
で
、
現
富
士

高
原
研
修
所
の
設
計
者
で
も

あ
る
内
藤
廣
氏
。
施
工
は
前

田
建
設
工
業
㈱
で
、
令
和
２

年
９
月
30
日
竣
工
予
定
。

当
日
は
、
丸
山
理
事
長
を

は
じ
め
本
部
役
員
、
内
藤
氏
、

前
田
建
設
工
業
㈱
代
表
取
締

役
の
前
田
操
治
社
長
ら
26
名

が
出
席
し
、
工
事
の
無
事
を

祈
願
し
ま
し
た
。

地
鎮
祭
に
続
く
直
会
の
挨

拶
で
内
藤
氏
は
「
富
士
高
原

研
修
所
は
竣
工
か
ら
20
年
経

ち
ま
し
た
が
、
新
築
時
と

変
わ
ら
ず
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
こ
の
第
２
ビ
ル
も
、

１
０
０
年
先
に
も
街
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
魂
を
込
め

て
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

倫
理
普
及
の
後
方
支
援
と
し
て

伊勢神宮からの感謝状を拝受する丸山理事長

08

09

後藤元秀豊前市市長（左から２人目）に目録を手渡す吉川和儀理事
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行
な
い
ま
し
た
。 

◇
調
査
企
画
／
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
フ
ェ
ロ
ー
海
野 

裕
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

◇
調
査
項
目
／
こ
れ
ま
で
の
「
倫
理
25
」
コ

ン
セ
プ
ト
や
日
本
人
意
識
に
つ
い
て
の
共
感

性
・
重
要
性
・
実
践
度
に
、
倫
理
意
識
の
背

景
に
あ
る
社
会
的
価
値
観
と
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
追
加
◇
調
査
対
象
／
全
国
15
歳
以
上

の
男
女
１
２
０
０
名

各
種
研
究
会
の
開
催

　

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
に

関
す
る
研
究
会
（
２
回
）、
倫
理
文
化
の

専
門
的
研
究
に
関
す
る
研
究
会
（
３
回
）、

研
究
サ
ロ
ン
（
５
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
成
果
の
発
信	

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
仙
台

開
催
日

平
成
31
年
４
月
21
日

場
　
所

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

来
場
者
数
２
１
０
名

テ
ー
マ

心
の
若
さ
を
取
り
戻
す
︱
毎
日
を

明
る
く
元
気
に
︑
い
き
い
き
と
過

ご
す
た
め
に
︱

研
究
発
表
﹁
心
の
若
さ
を
取
り
戻
す
︱
毎
日
を
明

る
く
元
気
に
︑
い
き
い
き
と
過
ご
す

た
め
に
︱
﹂
高
橋 

徹

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
金
沢

開
催
日

令
和
元
年
５
月
12
日

場
　
所

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

来
場
者
数
１
６
７
名

テ
ー
マ

錯
覚
の
人
生

研
究
発
表
﹁
錯
覚
の
人
生
﹂
内
田
智
士

倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
札
幌

開
催
日

令
和
元
年
６
月
16
日

場
　
所

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

来
場
者
数
２
６
７
名

テ
ー
マ

考
え
よ
う
︑
語
ろ
う
︑
食
の
こ
と

研
究
発
表
﹁
知
ら
れ
ざ
る
和
食
﹂
寛 

ボ
ル
テ
ー
ル

※
３
会
場
す
べ
て
に
お
い
て
ト
ー
ク
を
実
施
︒

︵
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
丸
山
敏
秋
︶

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

通
　
巻

第
28
号

発
行
部
数

１
４
２
０
部

掲
載
論
文

執
筆
者

テ
ー
マ

丸
山
敏
秋

津
田
左
右
吉
と
丸
山
敏
雄

内
田
智
士

意
思
決
定
に
付
随
す
る
様
々
な

バ
イ
ア
ス

寛
ボ
ル
テ
ー
ル

食
と
職
人

高
橋
　
徹

捕
食
者
の
生
態

平
良
　
直

宗
教
学
の
公
共
性

水
野
雄
司

「
日
本
思
想
」
は
、
い
か
に
分

け
て
語
ら
れ
る
か

李イ

　
致チ

億オ
ク

李
退
渓
「
天
命
図
」
の
人
間
観

津
島
晃
一

サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
経
営
に
生
か
す

野
中
寛
治

《
研
究
ノ
ー
ト
》
保
田
與
重
郎

の
『
絶
対
平
和
論
』
を
読
む

松
本
亜
紀

《
研
究
ノ
ー
ト
》
育
児
に
伴
う

身
体
技
法
の
変
容
と
母
子
関
係

の
変
化
に
関
す
る
文
献
的
考
察

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

《
研
究
ノ
ー
ト
》
清
末
留
日
学

生
の
手
に
よ
る
雑
誌
『
教
育
』

に
つ
い
て

海
野
　
裕

《
調
査
レ
ポ
ー
ト
》
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
現
在

『
倫
理
』（
月
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。

通
　
巻

７
８
９
号
～
８
０
０
号

発
行
部
数

７
万
９
９
０
０
部

『
倫
理
文
化
研
究
叢
書
』

平
成
30
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
内
容
を
書
籍
に
し
て
刊
行
し
ま

し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
自
然
と
人
間
︱
倫

理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
８
」。
ま
た
、
故
丸
山
竹
秋
会
長

の
初
出
論
文
「
自
然
と
人
間
︱
自
然
の
秩

序
と
法
則
」
を
特
別
論
考
と
し
て
掲
載
し

ま
し
た
。

『
平
成
の
大
御
代 

両
陛
下
永
遠
の
二
重
唱
』

同
書
（
竹
本
忠
雄
著
）
刊
行
に
関
す
る

業
務
を
行
な
い
ま
し
た
。

研
究
資
料
の
蒐
集
と
提
供

実
践
体
験
事
例
１
１
２
０
篇
、
研
究
論

文
２
２
０
篇
を
分
類
整
理
・
保
存
し
、
併

せ
て
教
育
・
普
及
・
出
版
の
各
部
門
の
要

望
に
応
じ
て
、
情
報
提
供
を
行
な
い
ま
し

た
。

倫
理
資
料
館
の
運
営
・
管
理

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
な

ら
び
に
倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

に
資
す
る
資
料
の
充
実
化
を
図
り
、
創
始

者
の
遺
品
蒐
集
・
保
存
に
努
め
ま
し
た
。

専
門
図
書
の
蒐
集

倫
理
・
道
徳
に
関
す
る
専
門
図
書
計

１
１
８
２
冊
（
新
刊
書
１
１
２
０
冊
・
古

書
62
冊
）
を
受
け
入
れ
、
分
類
・
整
理
し

ま
し
た
。

研
究
機
関
お
よ
び
研
究
者
と
の

交
流

「
日
本
家
庭
教
育
学
会
」「
人
体
科
学

会
」「
日
本
国
史
学
会
」
な
ど
諸
学
会
の

活
動
に
協
賛
し
、
専
門
家
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
道
徳
教
育
お
よ
び
家

庭
教
育
を
推
進
す
る
関
係
団
体
、
な
ら
び

に
そ
の
研
究
者
と
も
積
極
的
な
交
流
を
図

り
、
国
内
外
の
国
際
会
議
・
研
究
学
会
に

お
い
て
研
究
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

倫
理
の
研

対
外
的
に「
倫
理
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
４
年
目
と
な
る

研
究
部
門
で
は
、
研
究
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
、
純
粋
倫
理
と
日
本
文
化
を

中
心
と
す
る
研
究
を
推
進
・
実
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
定
期
刊
行
物
・
出
版
物
・
倫

理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
研
究

成
果
を
広
く
発
信
し
、
倫
理
の
普
及
・
教

育
・
出
版
に
資
す
る
知
的
資
産
の
拡
充
に

努
め
ま
し
た
。

研
究
の
方
向
と
重
点

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
を
積
極
的
に
推

進
し
、
純
粋
倫
理
の
体
系
化
な
ら
び
に

「
倫
理
文
化
学
」
の
構
築
を
め
ざ
す
研
究

を
行
な
い
ま
し
た
。

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究

研
究
者

研
究
テ
ー
マ

内
田
智
士
利
他
性
と
協
調
、
公
共
財
形
成
問

題
と
道
徳
規
範
、
認
知
的
ゆ
が
み

と
懲
罰
の
進
化
等
の
研
究

高
橋 

徹

負
の
世
代
間
連
鎖
に
つ
い
て
の
研

究
、
こ
の
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
等
に

つ
い
て
の
考
察

寛 

ボ
ル

テ
ー
ル

日
本
の
伝
統
文
化
（
無
形
文
化
遺

産
）
お
よ
び
食
文
化
の
研
究
・
調

査
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
特
質

に
つ
い
て
の
考
察

松
本
亜
紀

出
産
や
育
児
に
付
随
す
る
身
体
技

法
の
変
容
や
女
性
性
の
本
質
に
関

す
る
研
究
、
出
産
体
験
に
着
目
し

た
子
育
て
支
援
策
の
あ
り
方
の
考

察

平
良 

直

宗
教
学
・
宗
教
研
究
の「
公
共
性
」

研
究
お
よ
び
宗
教
教
団
の
信
仰
継

承
、
老
年
期
の
宗
教
的
ケ
ア
に
関

す
る
研
究
、
自
然
と
人
間
に
関
す

る
宗
教
学
的
研
究

水
野
雄
司
明
治
か
ら
戦
前
昭
和
初
期
ま
で
の

「
日
本
思
想
」と
道
徳
観
の
史
的
変

遷
の
分
析

丸
山
貴
彦
中
国
の「
天
真
園
」に
お
け
る
太
極

文
化
の
伝
承
と
教
育
実
践
に
つ
い

て
、
主
に
理
念
と
方
法
に
関
す
る

基
礎
的
な
研
究

李イ 

致チ

億オ
ク

孔
子
思
想
に
お
け
る
好
学
の
意
味

と
重
要
性
や
朱
子
学
に
お
け
る
気

質
と
気
質
変
化
の
意
味
等
に
つ
い

て
の
研
究

龔キ
ョ
ウ 

穎エ
イ

主
に
阿
部
次
郎
『
三
太
郎
の
日
記
』

の
中
国
語
翻
訳
の
監
訳

倫
理
意
識
調
査
の
実
施

日
本
人
の
倫
理
観
、
日
本
人
意
識
に
つ

い
て
の
把
握
を
目
的
に
定
点
観
測
調
査
を

倫理の研究と成果の発信

倫
理
の
研
究
と
成
果
の
発
信

研究発表する寛ボルテール専門研究員【左】と内田智士専門研究員【右】。研究発表後、トークを行
なう丸山理事長と高橋徹専門研究員【下】
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た
。
ま
た
、
お
世
話
役
で
あ
る
子
育
て
正

副
委
員
長
の
研
修
会
を
平
成
30
年
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
全
国
３
カ
所
で
開
催

し
、
若
手
人
材
の
育
成
に
努
め
な
が
ら
、

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催
へ
の
意
欲
を
高
め

ま
し
た
。

開
催
回
数

１
７
１
１
回

参
加
者
数

１
万
４
２
６
６
名

子
供
倫
理
塾

各
家
庭
倫
理
の
会
に
お
い
て
小
学
生
を

対
象
に
開
催
、
純
粋
倫
理
に
つ
い
て
や
さ

し
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、
挨
拶
や
後
始

末
な
ど
「
５
ア
ク
ト
」
の
実
践
を
奨
励

し
、
純
粋
倫
理
を
基
本
と
し
た
生
活
習
慣

を
学
び
ま
し
た
。

開
催
回
数

７
８
０
回

参
加
者
数

５
５
０
３
名

子
育
て
発
表
会

都
道
府
県
単
位
で
開
催
し
、
一
年
間
の

活
動
の
成
果
を
語
り
合
い
、
感
動
を
共
有

し
ま
し
た
。

開
催
回
数

18
回

参
加
者
数

３
２
７
３
名

シ
ニ
ア
弁
論
大
会

シ
ニ
ア
世
代
が
豊
富
な
人
生
経
験
と
、

純
粋
倫
理
の
学
び
と
実
践
に
よ
り
培
っ
た

信
念
を
披
歴
し
、
各
世
代
を
倫
理
で
つ
な

ぐ
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
家
庭
倫
理
の
会
単

位
ま
た
は
県
単
位
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
回
数

18
回

参
加
者
数

４
２
５
２
名

純
粋
倫
理
基
礎
講
座

全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
会
員
を
対
象
に

年
間
６
回
開
催
し
ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の

基
本
を
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
学
習
し
、

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
実
践
意
欲
を
高

め
ま
し
た
。

開
催
回
数

１
２
１
８
回

参
加
者
数

３
万
９
１
２
名

青
年
活
動

沙
漠
緑
化
の
植
林
活
動

平
成
31
年
４
月
28
日
～
令
和
元
年
５
月

４
日
、
中
国
・
内
蒙
古
自
治
区
恩
格
貝
ク

ブ
チ
沙
漠
で
植
林
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。
日
本
か
ら
39
名
の
青
年
が
参
加
し
、

中
国
か
ら
も
８
大
学
73
名
の
大
学
生
が
参

加
。
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
総
勢
１
１
９
名
が

地
球
倫
理
の
実
践
活
動
と
し
て
植
林
を
行

な
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
家
族
と
私
」
を

テ
ー
マ
に
日
中
青
年
混
合
で
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
を
開
催
し
、
国
や
文
化
を
越
え
て

家
族
の
大
切
さ
を
確
認
。
両
国
の
青
年
の

絆
を
深
め
ま
し
た
。（
関
連
記
事
５
頁
）

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
元
年
７
月
15
日
、「
全
国
青
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
」
を
開
催
（
後
援

／
文
部
科
学
省
）。
テ
ー
マ
は
「
ひ
ら
く

～
明
日
の
私
へ
～
」。
今
回
は
４
年
に
一

度
の
全
国
大
会
で
あ
り
、
平
成
30
年
11
～

12
月
に
全
国
８
カ
所
で
第
１
次
予
選
、
平

成
31
年
３
月
に
東
・
中
・
西
日
本
の
全
国

３
カ
所
で
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
実
施
。
当
日

は
予
選
通
過
者
が
決
勝
に
あ
た
る
弁
論
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
生
涯
局
活
動
方
針

「
世
代
を
つ
な
ぐ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

中
高
生
対
象
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
と
、
大

学
生
・
社
会
人
対
象
の
ユ
ー
ス
に
部
門
を

分
け
て
弁
論
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
子
供

作
文
の
発
表
や
シ
ニ
ア
ス
ピ
ー
チ
な
ど
も

行
な
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
弁
士
に
は
、
柴

山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣
よ
り
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
９
頁
）

家庭倫理の普及

家
庭
倫
理
の
普
及

生
涯
局
は「
倫
理
」を
基
軸
と
す
る
健
全
な
家
庭
づ
く

り
を
力
強
く
推
進
し
、
会
員
が「
倫
理
」を
正
し
く
学

び
喜
ん
で
実
践
し
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
普
及
に

取
り
組
む
道
筋
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

家
庭
倫
理
の
会
で
は
、
青
年
は
「
全
国

青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
」
に
向
け
て

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
人
材
の
発
掘
を
加
速

さ
せ
、
子
育
て
世
代
は
都
道
府
県
毎
の
活

動
を
躍
動
さ
せ
て
地
域
へ
の
発
信
力
を
高

め
つ
つ
、
シ
ニ
ア
も
活
動
の
充
実
を
図
り

世
代
間
の
つ
な
が
り
を
一
層
強
固
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
組
織
の
拡
充
」
の
仕

上
げ
の
年
度
と
し
て
、
未
普
及
地
域
へ
の

拠
点
づ
く
り
に
加
え
支
部
で
の
懇
談
会
を

活
性
さ
せ
る
な
ど
、
堅
固
な
組
織
基
盤
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

お
は
よ
う
倫
理
塾

毎
朝
５
時
よ
り
全
国
各
地
で
開
催
し
、

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
純
粋
倫
理
の
学
習
な
ら
び
に
実
践
を

通
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
べ
く
、
相
互

研
鑽
、
相
互
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

開
催
会
場

５
１
２
カ
所

参
加
者
数

１
８
５
万
１
２
３
４
名

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

各
家
庭
倫
理
の
会
に
お
い
て
①
妊
産
婦

②
乳
幼
児
期
の
子
を
持
つ
親
③
児
童
期
の

子
を
持
つ
親
④
思
春
期
の
子
を
持
つ
親
を

対
象
に
開
催
し
、
子
育
て
に
悩
む
若
い
父

母
層
へ
の
純
粋
倫
理
の
普
及
に
努
め
ま
し

子育てセミナーでは純粋倫理を基本に子育ての要点を分かりやすく解説。若い母親や父親に好評を博した
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や
情
報
交
換
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

開
催
回
数

３
万
４
６
８
４
回

参
加
者
数

１
０
０
万
９
４
７
１
名

職
場
朝
礼
の
推
進

よ
り
よ
い
社
風
づ
く
り
と
社
員
の
資
質

向
上
を
め
ざ
し
て
、
活
力
溢
れ
る
職
場
朝

礼
を
推
進
し
ま
し
た
。
朝
礼
用
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
『
職
場
の
教
養
』
を
毎
月

２
０
０
万
部
発
行
し
た
ほ
か
、
朝
礼
研
修

に
力
を
注
ぎ
、
朝
礼
実
施
企
業
の
増
大
を

図
り
ま
し
た
。

朝
礼
研
修
実
施
回
数

１
２
７
回

参
加
者
数

１
８
８
０
名

後
継
者
倫
理
塾

企
業
の
未
来
を
担
う
後
継
者
の
育
成
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
純
粋
倫
理
の
学

習
と
実
践
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
生
活
習

慣
と
豊
か
な
人
間
性
、
真
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
備
え
た
将
来
の
経
営
者
の
養
成

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

開
催
地

茨
城
・
栃
木
・
新
潟
・
長
野
・
埼
玉
・

千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
・
石
川
・
愛
知
・

大
阪
・
香
川
・
福
岡

開
催
回
数
年
間
７
～
11
回

修
了
者
数
１
５
４
名

経
営
者
の
集
い

業
態
に
よ
り
「
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
で
き
な
い
会
員
や
、
新

規
入
会
者
、
入
会
を
希
望
す
る
経
営
者
を

対
象
に
、
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
る
勉

強
会
を
各
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し

た
。

開
催
回
数

１
５
８
５
回

参
加
者
数

２
万
４
１
８
９
名

講
師
・
幹
部
の
養
成

純
粋
倫
理
の
深
い
理
解
と
実
践
力
の
強

化
・
向
上
の
た
め
に
、
役
職
者
お
よ
び
そ

の
候
補
者
を
対
象
に
、
継
続
し
て
「
倫
理

経
営
基
礎
講
座
」
を
各
会
で
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
経
営
者
の
集
い
」「
倫
理
経

営
講
演
会
」
に
お
け
る
事
業
体
験
報
告
者

の
話
力
向
上
の
た
め
「
事
業
体
験
報
告
者

研
修
」
を
開
催
。
さ
ら
に
、
新
た
な
倫
理

経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
の
も
と
、

「
倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
」

を
富
士
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
な
ど

講
師
陣
の
指
導
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修

開
催
回
数

２
回

参
加
者
数

１
８
９
名

事
業
体
験
報
告
者
研
修

開
催
回
数

２
回

参
加
者
数

１
２
１
名

「
倫
理
１
７
０
０
０
」

真
に
地
域
社
会
へ
貢
献
し
、
倫
理
経
営

を
顕
著
に
推
進
し
て
い
る
企
業
を
認
定
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
と
し
て
平
成
16
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
令
和
元
年
度
は
新
た
に
９

社
を
認
定
し
、
53
社
の
更
新
審
査
を
実

施
、
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

認
定
企
業
数

１
８
３
社

企業倫理の普及

企
業
倫
理
の
普
及

法
人
局
は
大
目
標
で
あ
る
会
員
企
業
数
10
万
社
に
ふ

さ
わ
し
い
組
織
体
制
の
構
築
を
め
ざ
し
、「
地
球
倫
理

の
推
進
」「
日
本
創
生
」を
旗
印
に
、
倫
理
経
営
の
堅
実

な
普
及
・
教
育
に
努
め
ま
し
た
。

倫
理
法
人
会
は
「
堅
実
な
普
及
活
動
に

よ
る
確
実
な
成
果
」
を
実
現
す
る
た
め
、

純
粋
倫
理
の
学
習
の
場
で
あ
る
「
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
や
各
種
研
修
・

セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
基
礎
教

育
を
徹
底
す
る
な
ど
、
倫
理
経
営
を
真
摯

に
伝
え
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
海
外
普
及
を
含
め
新
た
な
拠

点
開
発
を
推
進
し
ま
し
た
。

倫
理
経
営
講
演
会

「
大
転
換
の
時
代
︱
岐
路
に
立
つ
︱
」

を
テ
ー
マ
に
、
平
成
31
年
１
月
～
令
和
元

年
５
月
に
か
け
て
全
国
の
倫
理
法
人
会
で

開
催
し
ま
し
た
。
事
業
体
験
報
告
や
朝
礼

実
演
を
交
え
、
倫
理
経
営
の
重
要
性
や
、

職
場
に
英
気
と
活
力
を
も
た
ら
す
朝
礼
の

必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
経
営
者

の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

開
催
会
場

６
９
５
カ
所

参
加
者
数

７
万
４
０
１
０
名

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

毎
週
１
回
、
早
朝
に
全
国
の
市
・
区
単

位
の
倫
理
法
人
会
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
朝
型
の
生
活
習
慣
を
体
得
す
る
と

と
も
に
、
各
界
で
活
躍
す
る
講
師
の
体
験

談
な
ど
を
聴
講
し
、
企
業
を
健
全
な
繁
栄

へ
と
導
く
倫
理
経
営
に
つ
い
て
の
学
び
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
同
士
の
交
流

全国で開催し、毎年好評を博している「倫理経営講演会」。倫理経営の重要性を各地域にアピールし、多くの経営者の賛同を得た
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海
外
の
普
及

台
湾

「
中
華
民
國
倫
理
研
究
学
会
」
へ
定
期

的
に
講
師
を
派
遣
し
、
普
及
・
幹
部
教

育
・
組
織
運
営
を
支
援
。
ま
た
「
亜
細
亜

台
湾
企
業
倫
理
促
進
会
」
の
組
織
運
営
・

発
展
を
支
援
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
５
月

に
は
同
会
設
立
３
周
年
記
念
大
会
を
開

催
。
さ
ら
に
、「
龍
笛
実
業
」
に
対
し
て

第
２
号
と
な
る
「
倫
理
経
営
模
範
企
業
認

定
証
」
を
授
与
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ

「
倫
理
研
究
所
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
で
は
「
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
の
会
」
へ
計
画
的
に

講
師
を
派
遣
、
組
織
運
営
の
強
化
と
普
及

力
向
上
な
ら
び
に
文
化
活
動
を
支
援
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
11
月
に
「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
」
を
新
設
し
、
州
体

制
へ
と
組
織
変
更
。
そ
れ
に
伴
い
「
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
倫
理
法
人
会
」
を
「
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
倫
理
法
人
会
」
へ
名
称
変
更
し

ま
し
た
。
同
会
で
は
海
岸
清
掃
な
ど
を
開

催
し
て
、
地
球
倫
理
の
意
識
の
昂
揚
を
図

り
ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友
の
会
」
は
日

米
文
化
交
流
事
業
を
推
進
し
、
国
際
規
模

で
の
倫
理
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
邦
字
新
聞
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
Ｂ
Ｉ
Ｚ
』
に
「
倫
理
経
営
」
に
関
す
る

記
事
を
毎
週
３
頁
掲
載
。
ま
た
「
マ
ジ
ッ

ク
ベ
ル
Ｔ
Ｖ
」
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結

び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を
通
じ
て
全

米
に
倫
理
経
営
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル

「
ブ
ラ
ジ
ル
倫
理
の
会
」
へ
計
画
的
に

講
師
を
派
遣
し
、
組
織
運
営
と
普
及
力
の

強
化
な
ら
び
に
文
化
活
動
を
支
援
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
11
月
に
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
倫

理
法
人
会
１
周
年
感
謝
の
集
い
」
を
開

催
。
ま
た
「
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
倫
理
法
人

会
」
設
立
（
令
和
元
年
10
月
を
予
定
）
に

向
け
た
準
備
等
を
進
め
ま
し
た
。

中
国

「
倫
理
研
究
所
中
国
事
務
所
」（
北
京
）

を
拠
点
に
、
中
国
社
会
科
学
院
応
用
倫
理

研
究
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
諸
機
関
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
倫
理
普
及
と
学
術
交

流
を
推
進
し
ま
し
た
。

海
外
組
織
の
育
成
な
ら
び
に
国
情
に
応
じ
た
倫
理
普

及
を
展
開
し
、「
ア
ジ
ア
（
世
界
）
の
タ
グ
ボ
ー
ト
」

と
し
て
倫
理
道
徳
意
識
の
昂
揚
に
寄
与
し
ま
し
た
。

亜細亜台湾企業倫理促進会設立３周年記念大会では、龍笛実業へ第２号となる模範企業認定証を授与。さらに、第１号認定企業の
ＫｉｓｓＭｅ化粧品、龍笛実業が研修で学んだ活力朝礼のデモンストレーションを行ない、大会に華を添えた
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書
道
や
短
歌
な
ど
の
文
化
活
動

秋
津
書
道
会

書
道
鍛
錬
に
よ
り
純
粋
倫
理
の
学
び
を

深
め
、
生
活
の
浄
化
と
倫
理
普
及
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

平
成
30
年
10
月
28
日
に
同
会
創
設
80
周

年
記
念
式
典
と
講
演
会
を
大
阪
に
て
開

催
。
参
加
者
は
同
会
の
根
幹
で
あ
る
「
生

活
の
浄
化
と
個
性
の
発
揚
」
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
発
展
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

ま
た
、
世
代
を
つ
な
ぎ
家
族
の
絆
を

深
め
る
「
家
族
書
道
教
室
」
の
開
催
と
、

「
初
め
て
の
書
道
教
室
」
な
ど
を
開
催
し

て
、
会
員
に
限
ら
ず
広
く
参
加
者
を
募
り

活
動
の
輪
を
拡
げ
ま
し
た
。

会
員
数

４
３
１
０
名

会
場
数

２
７
４
支
苑

月
刊
誌
﹃
秋
津
書
道
﹄ 

年
間
出
品
者
総
数

２
万
９
５
２
７
名

し
き
な
み
短
歌
会

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
学

び
を
深
め
、
生
活
の
浄
化
と
個
性
の
発
揚

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
倫
理
普
及
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
世
代
を
つ
な
ぎ
家
族
の
絆

を
深
め
る
「
家
族
短
歌
教
室
」
の
開
催

と
、
地
域
の
小
中
学
校
に
お
け
る
「
短
歌

教
室
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
公
共
施
設
で

開
催
す
る
「
初
め
て
の
短
歌
教
室
」
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
の
教
育
力
向
上
に
貢
献

し
ま
し
た
。

会
員
数

５
９
３
６
名

会
場
数

３
５
３
支
苑

月
刊
誌
﹃
し
き
な
み
﹄ 

年
間
出
詠
者
総
数

６
万
４
４
５
２
名

文化芸術活動の普及

小学校で行なわれた「短歌教室」で、子供たちは熱心に短歌づくりを学んだ

80 年の歴史における功労会員３名に感謝状が贈呈された
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会
員
対
象
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
を
対
象
に
開
催
し
ま

し
た
。
倫
理
を
正
し
く
理
解
し
、
伝
達
す

る
現
状
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
７
組
︶
９
３
４
名

生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
ま
ご
こ
ろ
実
践
20
」の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
20
項
目
を
基
軸
に
、
実
践
時
の
心
に
焦

点
を
当
て
た
講
座
・
実
習
を
展
開
。
ま
た

本
年
度
は
丸
山
竹
秋
会
長
の
歿
後
20
年
に

あ
た
り
、
特
別
に
講
座
を
設
け
、
そ
の
功

績
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
８
組
︶
８
４
０
名

特
別
セ
ミ
ナ
ー

創
立
70
周
年
お
よ
び
創
始
者
生
誕

１
２
０
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
映
像
全

８
章
の
鑑
賞
と
解
説
を
メ
イ
ン
に
、
倫
理

運
動
の
草
創
期
と
そ
の
時
代
背
景
を
史
実

に
基
づ
き
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
２
組
︶
２
１
４
名

企
業
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

集
団
行
動
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

形
成
と
徹
底
し
た
自
己
凝
視
を
図
り
ま
し

た
。
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
を
脱
し
て
行
な
う

相
互
研
鑽
と
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
、
倫

理
経
営
の
実
践
力
向
上
を
め
ざ
し
て
講

座
・
実
習
を
展
開
。
倫
理
経
営
に
よ
る
社

会
貢
献
意
識
を
涵
養
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
12
組
︶
１
０
５
３
名

社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

幹
部
社
員
・
一
般
社
員
を
対
象
に
、
自

社
に
お
け
る
「
活
力
朝
礼
」
の
積
極
的
な

運
営
方
法
や
、
日
常
業
務
の
改
善
・
向
上

の
原
動
力
と
な
る
恩
意
識
の
深
化
を
主
軸

に
講
座
と
実
習
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
６
組
︶
１
５
３
名

新
入
社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
、
参
加
者
は
挨
拶
や
後
始
末
な
ど
の

日
常
生
活
で
の
基
本
動
作
を
体
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
を
体
感

す
る
講
義
・
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
参
加

者
の
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
学
生
気

分
の
一
掃
を
図
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
３
組
︶
２
７
３
名

自
主
企
画
セ
ミ
ナ
ー

国
内
外
の
倫
理
法
人
会
や
会
員
企
業
が

単
独
で
企
画
・
実
施
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

12
組
開
催
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
事
前
に

念
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、
目
的
に

応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
︵
12
組
︶
５
１
０
名

倫理を学ぶ多彩なセミナー

倫
理
を
学
ぶ
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
富
士
高
原
研

修
所
に
お
い
て
、
家
庭
倫
理
の
会
の
会
員

を
対
象
と
し
た
「
生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
」、

倫
理
法
人
会
の
会
員
企
業
の
経
営
者
や

社
員
を
対
象
と
し
た
「
企
業
倫
理
セ
ミ

ナ
ー
」、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
、
４
８
７
０
名
の
受
講

者
が
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
、
実
践
力

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
は
「
学
び
・
遊
び
・
躾
」、
保

護
者
は
「
こ
ど
も
を
信
じ
る
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。
富
士
山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
親
子
で
行
な
う
実
習

や
、
施
設
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
伸
び
伸
び
と
過
ご
し
な
が
ら
、
子
供
の

自
立
心
や
協
調
性
を
養
う
実
習
を
行
な
い

ま
し
た
。（
令
和
元
年
７
～
８
月
開
催
）

参
加
者
数
︵
６
組
︶
２
９
３
名

中
学
生
・
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
講
義
の

ほ
か
に
富
士
宝
永
登
山
や
チ
ー
ム
創
作
発

表
会
（
即
興
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
な
ど
を

通
し
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と

や
自
分
の
意
志
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ

と
、
ど
ん
な
人
と
も
協
力
し
合
う
心
の
大

切
さ
な
ど
を
体
験
的
に
学
習
し
ま
し
た
。

（
令
和
元
年
８
月
開
催
）

参
加
者
数

78
名
︵
中
学
生
37
・
高
校
生
41
︶

「中学生・高校生セミナー」では、富士の大自然を肌で感じる実習を通して、伸び伸びと倫理を学んでいく
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『
し
き
な
み
』

短
歌
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
体
得
を

め
ざ
す
「
し
き
な
み
短
歌
会
」
会
員
の
毎

月
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
、
歌
境
向
上

に
資
す
る
内
容
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

出
詠
者
数
日
本
一
の
短
歌
誌
で
す
。

通
　
巻

８
７
０
号
～
８
８
１
号

発
行
部
数

８
万
５
８
０
０
部

隔
月
刊
誌

『
倫
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

倫
理
法
人
会
会
員
各
位
が
、
事
業
経
営

お
よ
び
倫
理
法
人
会
活
動
に
お
い
て
高

い
意
識
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
倫

理
経
営
の
要
点
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト

や
法
人
局
の
方
針
と
連
動
し
た
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

通
　
巻

１
３
４
号
～
１
３
９
号

発
行
部
数

58
万
１
０
０
０
部

月
刊
紙

『
倫
研
新
報
』

倫
理
研
究
所
の
主
要
事
業
・
行
事
お
よ

び
、
全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
、
倫
理
法
人

会
、
海
外
の
活
動
の
報
告
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。
主
な
記
事
と
し
て
は
、「
家

庭
倫
理
の
会
全
役
職
者
研
修
」「
お
は
よ

う
倫
理
塾
」「
子
育
て
正
副
委
員
長
研
修
」

「
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
家
庭
倫
理

の
会
の
諸
行
事
や
、
会
員
社
数
全
国
10
万

社
に
向
け
た
倫
理
法
人
会
の
諸
活
動
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
倫
理
法
人
会
設
立
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
倫
理
法
人
会
、
台
湾
で
行
な
わ

れ
た
企
業
研
修
な
ど
を
紹
介
。
対
外
活
動

と
し
て
は
、
沙
漠
緑
化
活
動
20
周
年
や

「
倫
理
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
第
14
回
し

き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

「
第
22
回
地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
」
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

通
　
巻

７
３
４
号
～
７
４
５
号

発
行
部
数

１
５
１
万
５
０
０
部

書
籍

新
装
丁
版

『
万
人
幸
福
の
栞
』（
大
判
）丸

山
敏
雄
著

表
紙
を
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
か
ら
合
皮
の

ソ
フ
ト
カ
バ
ー
に
し
、
色
も
黒
か
ら
ソ
フ

ト
ブ
ラ
ッ
ク
に
変
更
。
表
紙
の
次
頁
に

「
十
七
カ
条
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
判
の
み
総
ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
と
し
ま

し
た
。

『
万
人
幸
福
の
栞
を
読
む
』

丸
山
敏
秋
著

『
ひ
と
す
じ
の
み
ち
』（
平
成
８
年
刊

行
）
に
一
部
加
筆
し
、
本
文
中
の
『
万
人

幸
福
の
栞
』
の
引
用
部
分
の
文
字
を
大
き

く
す
る
と
と
も
に
、
装
丁
デ
ザ
イ
ン
を
刷

新
し
ま
し
た
。

（
倫
理
経
営
講
演
会
推
薦
図
書
）

『
万
人
幸
福
の
栞	

解
説
』丸

山
竹
秋
著

本
文
中
の
『
万
人
幸
福
の
栞
』
の
引
用

部
分
の
文
字
を
大
き
く
し
て
読
み
や
す

く
し
、
装
丁
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新
し
ま
し

た
。　
　
（
倫
理
経
営
講
演
会
推
薦
図
書
）

出版物の刊行

出
版
物
の
刊
行

定
期
刊
行
物

月
刊
誌

『
新
世
』

生
涯
学
習
総
合
誌
と
し
て
、
夫
婦
、
親

子
、
嫁
姑
、
職
場
の
人
間
関
係
を
円
滑
に

し
、
よ
り
良
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
記

事
を
掲
載
。
各
世
代
の
読
者
層
に
純
粋
倫

理
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

人
生
の
指
針
と
な
る
丸
山
理
事
長
の
巻

頭
論
文
「
新
世
言
」、
子
女
名
優
の
視
点

に
よ
る
「
わ
く
わ
く
子
育
て
親
育
ち
」、

次
世
代
に
残
し
た
い
全
国
各
地
の
伝
統
や

文
化
を
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
「
美
し
き
あ

き
つ
し
ま
」
な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
記
事
の

ほ
か
、
毎
号
の
「
特
集
」
で
は
、
社
会
の

時
流
に
添
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。「
実
践
の
軌
跡
」
で
は
、
主
に
子
育

て
、
疾
病
、
夫
婦
関
係
、
職
場
の
人
間
関

係
、
事
業
経
営
に
関
す
る
手
記
を
掲
載

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
ま
し
た
。

通
　
巻

８
５
２
号
～
８
６
３
号

発
行
部
数

１
８
９
万
８
８
０
０
部

『
倫
理
』

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

７
８
９
号
～
８
０
０
号

発
行
部
数

７
万
９
９
０
０
部

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

第
28
号

発
行
部
数

１
４
２
０
部

『
職
場
の
教
養
』

多
岐
に
わ
た
る
話
題
・
事
例
を
題
材
と

し
て
、
職
場
人
と
し
て
の
行
動
指
針
を
提

供
し
ま
し
た
。
朝
礼
で
の
活
用
を
通
じ
て

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
職
場
や
家
庭
で
実

行
で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
文
章
表

現
に
留
意
し
ま
し
た
。

通
　
巻

５
１
３
号
～
５
２
４
号

発
行
部
数

２
４
２
０
万
部

『
秋
津
書
道
』

「
秋
津
書
道
会
」
の
創
設
者
・
丸
山
敏

雄
の
書
を
学
ぶ
会
員
の
相
互
研
鑚
の
場
と

し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
各
々
の

書
境
向
上
に
資
す
る
内
容
の
提
供
に
努
め

ま
し
た
。

通
　
巻

７
８
８
号
～
７
９
９
号

発
行
部
数

６
万
６
１
０
０
部

倫
理
運
動
の
普
及
推
進
に
資
す
る
出
版
物
の
刊
行
を

各
部
門
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
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手
帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー

「
実
践
手
帳
２
０
２
０
」

「
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
」
と
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
華
や
か
な
ピ
ン
ク
」（
表
紙
デ

ザ
イ
ン
は
変
更
）
の
二
色
を
発
売
。
週
間

予
定
の
上
部
に
は
、
既
刊
書
籍
よ
り
、
純

粋
倫
理
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
セ
レ
ク
ト
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。

販
売
部
数

１
万
２
２
８
４
部

「
２
０
１
９
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー

今
日
の
道
し
る
べ
」

31
日
分
の
標
語
と
３
行
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
純
粋
倫
理

の
学
び
と
日
々
の
実
践
を
明
確
に
表
わ

し
ま
し
た
。

販
売
部
数

14
万
７
４
８
３
部

組織概要
名　称　　一般社団法人倫理研究所
英文名称　RINRI Institute of Ethics
理事長　　丸山敏秋
常任理事　前川朋廣／徳江秀雄／内田文朗
理　事　　10 名
監　事　　２名
職　員　　151 名　
所在地　　〒 102−8561
　　　　　東京都千代田区紀尾井町 4-5
　　　　　TEL 03-3264-2251　FAX 03-3239-7431
創　立　　1945 年 9 月 3 日（倫理運動創始の日）
　　　　　1948 年 10 月 30 日に社団法人設立許可
　　　　　2013 年 9 月 2 日に一般社団法人へ移行
目　的　　倫理の研究並びに実践普及により、生活の
　　　　　改善、道義の昂揚、文化の発展を図り、
　　　　　もって民族の繁栄と人類の平和に資する。
事　業　　1. 社会教育事業
　　　　　2. 研究事業
　　　　　3. 出版・広報事業
　　　　　4.文化事業
　　　　　5. 地球倫理推進事業
ホームページ  https://www.rinri-jpn.or.jp

組
織
概
要

会員の構成
会員は倫理研究所の趣旨に賛同し、

倫理運動に参加する意志のある個人と法
人によって構成されています。個人会員
の組織を「家庭倫理の会」、法人会員の
組織を「倫理法人会」と称します。ほか
に文化芸術活動を行なう「秋津書道会」

「しきなみ短歌会」があります。

会員数（公称 /2019 年 8 月末現在）

家庭倫理の会 150,000 名
倫理法人会 69,000 社
秋津書道会 4,300 名
しきなみ短歌会 6,000 名

会費（月額）

個人 500 円
賛助 1,000 円
協賛 3,000 円
特別賛助 10,000 円
法人 10,000 円（１口）

秋津 会員  1,500 円
　〃　　（ジュニア会員） 800 円
しきなみ 会員 1,000 円
　〃　　（ジュニア会員） 500 円

創始者・丸山敏雄
1892（明治 25）年５月５日、福岡県豊前市生まれ。広島高等師範学校を卒業し、師範学校などの教諭

として奉職。37 歳で広島文理科大学に入学。日本の精神文化、歴史を探究するとともに、書道や短歌な
ど芸術分野でも研鑽を積む。1938（昭和 13）年に「秋津書道院」、1946（昭和 21）年に「しきなみ短歌
会」を創設。さらに、長年にわたる宗教や道徳などの研究を土台に、自らの実践、体験を積み上げながら、

「人間生活のすじみち」を研究し続け、それを純粋倫理と名づけた。その後、数多くの論文を発表しなが
ら純粋倫理を体系づけることに力を注ぐ。

1945（昭和 20）年に倫理運動を興し、翌年、「新世
文化研究所」（現・倫理研究所）を創立。自ら陣頭に立
ち、一人でも多くの人に純粋倫理を伝えるべく、教育や
講演、研究、執筆に身命を賭す。『万人幸福の栞』『無
痛安産の書』『人類の朝光』など著書多数（すべて新世
書房刊）。

1951（昭和 26）年 12 月14 日逝去。
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人は、「今」という一瞬に生きている。この一瞬を、最大限に
働き、最高に楽しみぬこう。�（『サラリーマンと経営者の心得』25頁）この一瞬を最大限に働き、楽しもう12/1 2 020
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人は、「今」という一瞬に生きている。この一瞬を、最大限に
働き、最高に楽しみぬこう。�（『サラリーマンと経営者の心得』25頁）

　元日
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沿革
1945 年
1946 年
1947 年
1949 年
1951 年

1966 年
1967 年
1973 年
1980 年
1985 年

1986 年
1987 年
1989 年
1990 年
1995 年

1996 年
1998 年

1999 年

2000 年
2001 年
2005 年

2006 年
2007 年
2009 年
2010 年
2011 年

2013 年
2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年
2019 年

丸山敏雄、論文「夫婦道」起稿。倫理運動を創始。
新世文化研究所設立（初代所長、丸山敏雄）。
新世会設立。翌年、社団法人の許可を受ける。

「朝の集い」開始（上野、神田、銀座、市川）。
新世会を倫理研究所と改称。丸山敏雄逝去。
丸山竹秋、理事長に就任。
富士高原研修所竣工。
中日支所設立、支所体制がスタート。
アメリカ・ロサンゼルスに拠点開設。
千葉県に第 1 号の倫理法人会発足。
丸山竹秋が「地球倫理の推進」を提唱（創立 40
周年記念大会にて）。
中華民国（台湾台中市）に拠点開設。
第 1 回日中実践倫理学討論会開催。
丸山竹秋、藍綬褒章受章、社会教育功労者表彰。
倫理法人会 1 万社達成記念大会開催。
丸山竹秋が地球倫理推進の運動方針「アジアの
タグボート」を発表（創立 50 周年記念大会にて）。
丸山敏秋、理事長に就任。
第 1 回地球倫理推進賞贈呈式開催。
倫理資料館竣工。
創立 55 周年記念中国クブチ沙漠「地球倫理の森」
創成事業スタート。丸山竹秋逝去。
ブラジル・サンパウロに拠点開設。
新富士高原研修所グランドオープン。
個人会員組織を「支所」から「家庭倫理の会」に
改称。「朝の集い」を「おはよう倫理塾」に改称。
第 1 回しきなみ子供短歌コンクール表彰式開催。
倫理法人会５万社達成記念大会開催。

「地球倫理の森」創成 10 周年記念大会開催。
日中実践倫理学討論会 2010 開催。
富士教育センターオープン45周年記念式典開催。
グランドデザイン完成。
一般社団法人へ移行。
地球倫理の森創成 15 周年記念式典開催。長
年の沙漠緑化活動が「第６回中国環境発展要人
フォーラム」で表彰される。

「地球倫理の森ウランブハ」創成事業スタート。
創立 70 周年記念全国青年弁論大会開催。
倫理法人会全国代表者大会開催。台湾に亜細亜
台湾企業倫理促進会設立。
南カリフォルニア倫理法人会設立。富士教育セン
ター開設 50 周年記念式典開催。
オレンジカウンティ倫理法人会設立。
サンパウロ倫理法人会設立。
カリフォルニア州倫理法人会設立。
全国青年フォーラム 2019 開催。「地球倫理の森」
創成 20 周年記念式典開催。

主要施設

倫理研究所（本部）
倫理運動推進の本部として、研究・普及・教育・企画・出
版・広報などの各種業務を行なっています。
〒102-8561
東京都千代田区紀尾井町4-5

富士教育センター
純 粋 倫 理の理 論 的・
実 践的学習の場とし
て、小学生から成人ま
でを対象にした各種セ
ミナーを行なっていま
す。センター内には、
富士高原研修所・富士倫理学苑・富士万葉植物園・丸
山敏雄記念館があります。
〒412-0008
静岡県御殿場市印野1383-9

天和会館
倫 理 運 動の創 始 者・
丸山敏雄の生家（2006
年復元）に隣接した会
館。主に倫理研究所
の研修施設として活用
されています。

〒828-0081
福岡県豊前市大字天和 392

倫理資料館
創始者の遺品・遺墨、
倫理・道徳に関する専
門図書のほか、倫理
運動史料や記録など
の蒐集・保存整理を行
なっています。
〒180-0022
東京都武蔵野市境 5-6-25
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米国 中国 台湾

海外の拠点

台湾米国

海外の拠点

開設
準備中

開設
準備中

都道府県別拠点数（2019年8月末現在）
日本全国に191の家庭倫理の会があります。

都道府県別拠点数（2019年8月末現在）
日本全国に719の倫理法人会があります。
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